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若
葉
が
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
農
林

水
産
部
参
与
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誌
上
を
お
借
り
し
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
国
の
緊
急
経
済
対

策
等
に
よ
り
、
治
山
・
林
道
等
公
共
事

業
や
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

業
に
お
い
て
、
多
く
の
追
加
事
業
が
計

画
さ
れ
る
な
ど
、
森
林
・
林
業
施
策
の

一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
県
で
は
、
農
林
水

産
行
政
の
指
針
と
な
る
「
21
お
か
や
ま

農
林
水
産
プ
ラ
ン
」
を
改
訂
し
、
優
れ

た
農
林
水
産
物
の
生
産
体
制
の
強
化
な

ど
、
儲
か
る
農
林
水
産
業
の
実
現
を
目

指
し
た
魅
力
あ
る
施
策
づ
く
り
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

林
業
の
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
年
々

充
実
す
る
森
林
資
源
を
活
用
し
て
、
収

益
性
を
高
め
、
植
え
て
育
て
る
と
い
う

林
業
の
サ
イ
ク
ル
が
回
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
森
林
施
業
の
集
約

化
に
よ
る
生
産
規
模
の
拡
大
、
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
促
進
、
作
業
道
等
の

路
網
整
備
な
ど
を
行
い
、
林
業
生
産
の

各
段
階
に
お
い
て
専
門
的
な
知
識
・
技

術
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
産
業
と
の
一
体
的
な
振

興
が
重
要
で
あ
り
、
木
材
加
工
流
通
施

設
の
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
住

宅
や
公
共
建
築
物
等
へ
の
県
産
材
の
利

用
促
進
対
策
や
、
新
た
な
販
路
拡
大
対

策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、「
お
か
や
ま
森
づ
く

り
県
民
税
」
の
課
税
期
間
が
満
了
す
る

た
め
、
県
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
お

伺
い
し
な
が
ら
、
事
業
効
果
の
検
証
や

制
度
の
見
直
し
の
検
討
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能

の
一
層
の
発
揮
を
図
る
た
め
に
も
、
県

民
税
事
業
の
必
要
性
を
し
っ
か
り
と
説

明
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
本
県
の
林
業
・
木
材
産

業
の
た
め
に
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
緑
の
候
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
治

山
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上

を
お
借
り
し
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

森
林
整
備
や
治
山
施
設
の
設
置
な
ど

を
通
じ
て
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
を
確
保
し
つ
つ
、
大
切
な
財
産
で
あ

る
森
林
を
守
り
育
て
、
本
県
林
業
の
発

展
に
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
政
権
に
お
け
る
デ
フ
レ
脱

却
に
向
け
た
大
型
経
済
対
策
に
よ
り
、

造
林
補
助
、
治
山
、
林
道
な
ど
の
林
野

庁
関
係
公
共
事
業
を
中
心
に
、
前
年
度

予
算
を
大
幅
に
上
回
る
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
効
果

の
早
期
発
現
に
努
め
、
地
域
振
興
に
繋

げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
間
伐
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
推
進
し
て
き
た
第
７
期
の
間
伐

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

農林水産部参与
（林政課長）

森　信久

治山課長
池田　稔
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計
画
「
地
球
温
暖
化
防
止
等
間
伐
推
進

５
ヶ
年
計
画
」
が
終
了
し
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
「
お
か
や
ま
の
森
づ
く
り
間

伐
推
進
５
ヶ
年
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
前
期
対
策
で
は
、

計
画
量
３
万
㌶
に
対
し
約
３
万
５
千
㌶

と
、
目
標
を
大
き
く
上
回
る
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
業
推
進

に
御
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
計
画
で
は
、
５
年
間
で

２
万
７
千
㌶
の
間
伐
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
初
年
度
５
千
４
百

㌶
の
目
標
達
成
に
向
け
て
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
公
共
事
業
の
推
進
と

併
せ
て
、
森
林
の
多
面
的
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
適
正
な
保
安
林

の
管
理
や
、
秩
序
あ
る
林
地
の
開
発
指

導
、
山
火
事
予
防
対
策
、
優
良
苗
木
の

生
産
な
ど
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
森
林
所
有
者
の

皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
御

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

緑
の
鮮
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
森
林
研
究
所

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上
を
お

借
り
し
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
森

林
研
究
所
は
、
本
年
で
開
設
60
年
目
の

節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
27
年
に
岡
山
県
林
業
試
験
場

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
当
初
は
戦
後
の

拡
大
造
林
推
進
の
た
め
の
苗
木
生
産
か

ら
始
ま
り
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
松

く
い
虫
対
策
や
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど

の
新
た
な
分
野
へ
の
取
り
組
み
を
す
す

め
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
は
岡
山
県
木

材
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー
と
統
合
さ
れ
、

そ
の
名
称
も
森
林
研
究
所
に
変
更
し
、

本
県
の
林
業
木
材
産
業
の
発
展
と
森
林

施
業
施
策
の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
の

長
期
的
な
視
野
に
展
望
に
立
ち
試
験
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
試
験
研
究
課
題
と
し

て
の
必
要
性
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、

①
列
状
間
伐
後
の
下
層
植
生
に
関
す
る

研
究
②
生
理
活
性
物
質
を
用
い
た
マ
ツ

タ
ケ
の
人
工
培
養
方
法
の
研
究
③
ス
イ

ン
グ
ヤ
ー
ダ
を
用
い
た
作
業
シ
ス
テ
ム

の
研
究
及
び
実
証
試
験
④
林
地
残
材
等

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
の
品

質
性
能
の
分
析
⑤
健
康
・
環
境
の
配
慮

し
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
調
色
内
装
材
の
開

発
、
の
新
規
５
課
題
と
、
昨
年
か
ら
の

継
続
６
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
普
及
指
導
区
を
通
じ
た
相

談
へ
の
対
応
や
、
研
究
発
表
会
、
森
林

学
習
講
座
の
開
催
、
高
性
能
林
業
機
械

等
の
研
修
な
ど
、
林
業
技
術
普
及
指
導

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
研

究
所
を
目
指
し
て
努
力
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

森林研究所長
狩谷　忍

コニファー水和剤

マッケンジー注入剤
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◇平成2５年度森林・林業主要事業について◇

平成２５年度の森林・林業主要事業をご紹介します。

岡山県では 「２１おかやま森林・林業ビジョン」のもと、循環資源である木材や木質バイ、

オマスの利用促進、二酸化炭素の吸収源となる森林を確保するための間伐の推進など、森林・

林業を取り巻く諸課題に的確に対処するため、次の主要事業に取り組んでまいります。

平成２５年度の当初予算額は、一般会計９，６１８百万円（対前年比１２８％）です。

主要事業の概要１

【 】●おかやまの木で家づくり推進事業 担当課：林政課林業木材班

木材需要の大半を占める住宅建築において、木造住宅の普及を促

進し、品質の安定した県産乾燥材の積極的な利用を推進するため、

県産乾燥材を一定量以上使用した住宅を新築・改修する方への助成

を行います。

【 】●公共建築物等木材利用促進事業 担当課：林政課林業木材班

平成２２年１０月に施行された公共建築物等木材利用促進法に基づ

、いて、公共建築物における木造化や内装等の木質化等を促進するため

公共市町村施設を始め、民間の学校や老人ホーム等法律に定められた

建築物について県産材を活用して木造化を検討する場合に、実施設計

に先立つ計画概要図書の作成経費を補助します。

１ 住宅の新築
(1) 助 成 額 １件当たり ２０万円
(2) 主な採択条件

① 県内に自ら居住するための新築一戸建て木造の個人住宅（建売住宅も含む）
② 主要構造部材に８ｍ 以上の県産乾燥材を使用し、その使用量が木材使用量全体の５０％以上3

を占める住宅
③ 住宅の規模は、延床面積８０ｍ 以上のもの2

④ 建築基準法に基づく確認済証交付日又は建築工事届受理日が平成２５年４月１日以降の住宅
⑤ 主要構造部材の施工が完了し、平成２６年３月３１日までに現地確認が可能なもの
⑥ 補助の対象となる部材が、国の他の補助事業の対象となる場合は、本事業と国の他の補助事業
の対象部材を区別すること 等

〔 県産材公共建物利用促進支援事業 〕

１ 事業主体 市町村、医療・福祉法人等公共建築物を整備する者

２ 補 助 率 定額（１計画当たり上限４００千円）

３ 実施計画 １０計画

４ 補助対象 木造化のイメージを表現した計画概要図書の作成

外観パース、内観イメージ図、標準仕様図書、県産木材製品の導入計画書、

木質バイオマスを燃料とする暖房器具やボイラーの導入計画書等

２ 住宅の改修
(1) 助 成 額 １件当たり 県産乾燥材使用量に応じて６～２０万円
(2) 主な採択条件

① 県内で改修される既存の住宅
② 主要構造部材及び内外装材等に５ｍ 以上の県産乾燥材を使用し、その使用量が木材使用量全3

体の５０％以上を占める住宅
③ 主要構造部材及び内外装材等の納材が、補助金交付予定者決定通知書の交付日以降であること
④ 主要構造部材及び内外装材等の施工が完了し、平成２６年３月３１日までに現地確認が可能な

もの
⑤ 補助の対象となる部材が、国の他の補助事業の対象となる場合は、本事業と国の他の補助事業
の対象部材を区別すること

りんせい No.429 2013.5
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【 】●県産ヒノキ販路拡大等推進事業 担当課：林政課林業木材班

県産材の需要を拡大し、適正な森林整備を図るため、消費者が求

める品質・性能に優れた製材品の安定供給を図り、県内外の需要を

喚起するとともに、新たな販路の開拓や用途開発を推進します。

【担当課：林政課普及指導班】●林業担い手対策事業

、 、林業労働力の育成・確保を図るため 安全装備などの導入支援や

安全衛生の確保、林業就業者の福祉向上対策を進めます。

また、林業事業体が行う職場内研修への助成や、県・市町村の森

林利用施設を活用した技術習得の機会を提供して新規就業者を育て

ます。

【担当課：林政課森林保全班】●自然力を活かした森林再生事業

荒廃した里山林の森林整備や松くい虫被害木の除去等を行い、

自然力を活かした森林の早期再生を図るとともに、道路沿線など

倒木の危険性がある松くい虫被害木の伐倒・整理を推進します。

〔 県産ヒノキ販路拡大推進事業 〕

１ 事業主体 (社)岡山県木材組合連合会

２ 事業種目 ・県産材新販路等開拓実証事業

・県産ヒノキ新用途（梁・桁等集成材）開発実証事業

・県産材性能表示促進事業

・県産材サポーター養成等事業

〔 ニューフォレスター育成支援事業 〕
１ 事業主体 森林組合等の認定事業体
２ 事業内容 林業事業体の行う職場内研修への支援（補助率：研修生１人につき月２万円以内）

〔 ニューフォレスター創造事業 〕
１ 事業主体 市町村等
２ 事業内容 県及び市町村管理の森林利用施設の整備を、新規就業者が技術習得できる研修の場として

提供（補助率：市町村施設 １／２以内、県施設 １０／１０以内）
〔 林業労働安全作業器具等導入事業 〕

１ 事業主体 森林組合等の認定事業体
２ 事業内容 安全作業を確保するための装備等の導入支援（補助率：１／２以内）

〔 荒廃した里山林の再生 〕

１ 事業主体 市町村、森林組合

２ 事業内容 不用木や竹林の伐倒・整理、上層木の伐りすかし等（補助率：定額）

〔 被害松林危険箇所解消 〕

１ 事業主体 市町村

２ 事業内容 道路沿線等の倒木の危険性がある松くい虫被害木の伐倒・整理（補助率：１／２以内）

〔 自然力を活かした森林再生 〕

１ 事業主体 (1)市町村、(2)森林組合

２ 事業内容 (1)当年度被害木等の伐倒・整理、薬剤処理（補助率：１／２以内）

(2)過年度被害木及び不用木等の伐倒・整理（定額）

〔 ナラ枯れ被害の拡大防止（広葉樹利用促進 〕）

１ 事業主体 森林組合、木材生産業者等

２ 事業内容 ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の運搬（定額）

りんせい No.429 2013.5
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0

5 ,0 0 0

1 0 ,0 0 0

1 5 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0

2 5 ,0 0 0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

H 1 8 .3 .3 1

H 2 3 .3 .3 1

【 】●造林事業 担当課：治山課造林班

森林・林業の再生と森林の持つ多面的機能を持続的に発揮

させるため、施業の集約化を進め、作業道整備と間伐を促進

するとともに、伐期の長期化、針広混交林への誘導等、多様

な森林整備を推進します。

特に、間伐については、第８期の間伐計画となる「おかや

まの森づくり間伐推進５カ年計画」に基づき、平成２５年度

から５年間で２７千ヘクタールの間伐を次の事業を活用して

緊急かつ計画的に推進します。

①造林事業【国庫】

②森林整備加速化・林業再生事業【基金】

③森林保全再生事業【おかやま森づくり県民税 （ ）】 森林機能強化事業、搬出促進事業、CO2吸収源対策緊急間伐事業

【 】●治山事業 担当課：治山課治山班

山地災害から県土を保全し、森林の公益的機能の維持・向上や、

良好な生活環境の保全・形成を図るため、治山施設の設置による防

災対策や荒廃森林の整備を計画的に実施します。

事 業 名 平成25年度計画

治山事業（国庫補助分） ４７ 箇所

森林維持管理事業 １３ 箇所

【 】●林道事業 担当課：治山課林道班

林業経営の合理化や、間伐など森林整備の促進、山村地域の振興

を図るうえで基幹的な施設となる林道の開設・改良・舗装を計画的

に推進します。

・林道の現況（平成24年度末見込み）

路 線 数 総 延 長 林 道 密 度

1,408路線 2,100ｋｍ ４.７ｍ／ha

〔間伐対象森林の現状〕
民有林の人工林面積は１７６千haで、このうち４～９齢級（16～45年生）の間伐対象森林（スギ・ヒノ

キ人工林）は約８５ha（４８％）となっています。

面積（ｈａ） 間伐対象森林

（８４，６００ha）

以上

齢 級

スギ・ヒノキ人工林の齢級配置
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１．森林研究所の運営方針
　当所は、本県の自然的条件や林業生産技術等の特性を踏まえ、活力ある本県林業・木材産業の実現と県
民生活の向上を目指すため、長期的な展望に立った試験研究を行っています。研究課題については、森林
･林業･木材関係者などから広く募集するなど、地域の要請に沿った実用的な試験研究に取り組むことにし
ています。なお、課題の重点化と明確化を図るため、森林･林業研究では、育種育林など５分野を、木材
加工研究においては、材質特性の解明など３分野を基軸にしています。

２．試験研究課題一覧

( 7 )

区 分 課 題 名 実施年度

育林育種 列状間伐後の下層植生に関する研究 (単県950千円) 25～27○新

森林保護 シカによる森林被害の実態と対策に関する研究 (単県1,150千円) 23～25

特用林産 生理活性物質を用いたマツタケの人工培養方法の研究(単県500千円) 25～27○新

(単県300千円 23～25倒木接種による省力的きのこ栽培方法の研究 ）

経営機械 スイングヤーダを用いた架線系作業システムの研究 (単県742千円 25～27○新 ）

スイングヤーダを用いた伐倒同時集材方式の現地実証試験 25～26○新

）(単県800千円

林業研究室計 ６ 課 題 （4,442千円）

岡山県産構造用製材のスパン表の作成 (単県1,045千円) 23～25材質特性の解明

加工技術の 木材の新しい劣化診断技術の開発 (単県696千円) 23～25
開発･改良 内装用木材の含水率管理技術の開発 (単県1,115千円) 24～28

県産ヒノキ (受託研究 (受託1,204千円) 24～25県産ヒノキ販路拡大等推進事業 ）

林地残材 ○ 林地残材等の木質バイオマス燃料としての品質性能の分析 25～27新

(単県1,249千円)

５ 課 題 (5,309千円）木材加工研究室計

１１ 課 題 (9,751千円)

りんせい No.429 2013.5

森 林 研 究 所 だ よ り

３
．
主
な
試
験
研
究
の
概
要

【
列
状
間
伐
後
の
下
層
植
生
に
関
す
る
研

究
】

　

高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
た
列
状
間

伐
は
、
伐
採
列
が
部
分
的
で
は
あ
る
が

皆
伐
状
態
に
な
る
た
め
、
林
地
の
保
全

や
森
林
の
次
世
代
へ
の
更
新
に
つ
い
て
、

疑
問
視
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
列
状
間
伐
地
の
下
層
植
生
等
を
調

査
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
地
の

保
全
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
確
実
で
低

コ
ス
ト
な
更
新
方
法
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
ま
す
。

【
生
物
活
性
物
質
を
用
い
た
マ
ツ
タ
ケ
の

人
工
培
養
方
法
の
検
討
】

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
菌
根
性

き
の
こ
に
関
す
る
研
究
を
基
に
、
マ
ツ

タ
ケ
等
の
菌
根
性
き
の
こ
が
樹
木
の
根

か
ら
摂
取
し
て
い
る
栄
養
の
利
用
形
態

を
明
ら
か
に
し
、
将
来
の
人
工
栽
培
や

効
率
的
な
発
生
環
境
整
備
に
役
立
て
る

研
究
を
行
い
ま
す
。

【
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
を
用
い
た
伐
倒
同
時

集
材
方
式
の
現
地
実
証
試
験
】

　

列
状
間
伐
は
、
伐
倒
後
に
集
材
を
行

う
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
際
、
か
か
り

木
が
発
生
し
た
り
、
架
設
が
困
難
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

※太字は外部資金を活用した課題
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（
研
究
成
果
の
発
表
）

① 

「
省
力
的
き
の
こ
原
木
栽
培
の
実
用

化
」

藤
原
直
哉
専
門
研
究
員

　

ま
ず
、
林
業
研
究
室
か
ら
は
、
近
年
、

小
径
木
で
軽
い
原
木
の
入
手
が
難
し
く

な
る
中
、
太
く
重
た
い
原
木
で
も
、
伐

倒
し
た
ま
ま
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
溝
を
入

れ
、
種
菌
を
接
種
す
る
新
し
い
き
の
こ

の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
、
通
常
の
栽
培

と
比
べ
遜
色
な
い
収
量
が
あ
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
自

分
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ

が
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

②
「
強
度
間
伐
後
の
人
工
林
の
成
長
」

　
　
― 
列
状
間
伐
の
場
合 

―

西
山
嘉
寛
専
門
研
究
員

　

次
に
、
搬
出
間
伐
で
一
般
的
に
な
っ

デ
ィ
ア
等
で
お
馴
染
み
の
㈱
日
本
総
合

研
究
所
首
席
調
査
員
の
藻も
た
に
こ
う
す
け

谷
浩
介
氏
を

招
き
、「
地
域
に
眠
る
資
源
を
活
か
す
～

里
山
資
本
主
義
～
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
が
１
７
０
名
の
参
加
者
で
埋
ま

る
中
、
全
国
や
岡
山
県
の
市
町
村
の
人

口
動
態
、
円
高
の
中
で
の
日
本
の
貿
易

収
支
、
日
本
と
各
地
域
の
産
業
の
活
路
、

値
下
げ
競
争
を
脱
す
る
た
め
の
改
革
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
な
ど
、
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
地
域
発
展
の
ヒ
ン
ト
が
解

り
や
す
く
示
さ
れ
、
会
場
か
ら
の
質
問

に
も
藻
谷
氏
は
、
滞
在
可
能
時
間
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
、
回
答
や
説
明
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
伐
採
と
同
時
に
集
材
を
行

う
伐
倒
同
時
集
材
方
式
の
現
地
実
証
試

験
を
行
い
、
そ
の
優
位
性
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
林
地
残
材
等
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

と
し
て
の
品
質
の
性
能
の
分
析
】

　

林
地
残
材
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

と
し
て
の
利
用
は
、
間
伐
等
の
適
正
な

管
理
の
促
進
や
林
業
の
活
性
化
に
役
立

ち
ま
す
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て

の
含
水
率
の
調
整
や
チ
ッ
プ
形
状
な
ど

品
質
に
間
す
る
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す
。

藻谷　浩介 氏

倒木接種により発生したシイタケ

森
林
研
究
所
研
究
成
果
発
表
会
に

つ
い
て
（
報
告
）

　

去
る
２
月
13
日
、
津
山
市
大
田
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
森
林
研
究
所
の
研
究
成
果
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。

（
記
念
講
演
）

　

今
年
度
の
研
究
発
表
会
は
森
林
研
究

所
の
前
身
で
あ
る
林
業
試
験
場
の
創
立

か
ら
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
メ
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な
っ
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
し

ま
し
た
。

（
普
及
情
報
）

「
丈
夫
夫
で
簡
易
な
森
林
作
業
道
作
設
技

術
」

坂
前
清
治
林
業
革
新
支
援
専
門
員

　

最
後
に
、
林
業
普
及
推
進
班
か
ら
森

林
作
業
道
作
設
に
係
る
最
新
の
作
設
技

術
や
崩
れ
な
い
作
業
道
作
設
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
丈
夫

で
簡
易
な
作
業
道
の
研
修
を
更
に
充
実

さ
せ
る
よ
う
要
望
が
あ
る
な
ど
、
関
心

の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各

ブ
ー
ス
に
お
い
て
研
究
者
に
対
す
る
来

場
者
の
熱
心
な
質
問
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

本
研
究
発
表
会
は
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
後
と
も
県
民
の
皆
様
に
、
本
研

究
所
の
行
う
試
験
研
究
へ
の
一
層
の
ご

理
解
と
関
心
を
よ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
森
林
研
究
所
）

て
い
る
列
状
間
伐
に
お
い
て
、
強
度
の

間
伐
に
よ
り
一
時
的
に
不
均
質
な
林
木

間
隔
に
な
っ
た
場
合
の
材
質
面
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
影
響
な
い
と

推
察
さ
れ
る
と
す
る
発
表
で
は
、
関
係

者
か
ら
列
状
間
伐
へ
の
不
安
が
払
拭
さ

れ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、
今
後
更
に
列

状
間
伐
を
進
め
る
上
で
弾
み
が
つ
き
ま

し
た
。

③ 

「
木
材
を
利
用
し
た
土
木
用
構
造
物
の

耐
久
性
」

金
田
利
之
専
門
研
究
員

　

木
材
加
工
研
究
室
か
ら
は
、
治
山
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
事
業
で
使
用

さ
れ
る
木
材
の
劣
化
に
よ
る
強
度
性
能

等
の
耐
久
性
に
つ
い
て
、
残
存
強
度
を

非
破
壊
試
験
に
よ
る
測
定
結
果
か
ら
土

木
構
造
物
の
耐
久
性
の
評
価
が
可
能
と

列状間伐を行った林分

強度試験の様子

- 1 -

研修で作設した森林作業道
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全
校
生
徒
の
家
に
配
ら
れ
た
こ
と
、
こ

ん
に
ゃ
く
作
り
で
手
が
か
ゆ
く
な
り
、

酢
で
手
を
洗
っ
た
こ
と
、
こ
け
玉
を
つ

く
っ
た
こ
と
、
ど
れ
も
こ
れ
も
良
き
思

い
出
と
な
っ
た
ら
し
く
、
お
礼
の
手
紙

を
も
ら
い
、
私
達
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
タ
ケ

ノ
コ
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
話
が
出
て
「
あ

く
抜
き
を
し
た
ら
タ
ケ
ノ
コ
に
は
砂
糖

が
よ
い
」
と
言
う
と
、
話
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
閉
会
の
挨
拶
で
会
長
さ
ん

が
「『
タ
ケ
ノ
コ
に
砂
糖
』
と
は
、
私
も

勉
強
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
私
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
み
ん
な
知
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
意
外
で
し
た
。

講
演
会
の
「
６
次
産
業
」
と
は
何
だ
ろ

う
か
、
難
し
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
話
を
聞
く
う
ち
に
私
達
も
す
で

に
６
次
産
業
を
し
て
い
た
ん
だ
と
知
ら

さ
れ
ま
し
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は
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。
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。
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と
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。
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★ 

お
知
ら
せ 

★

森林・林業関係イベント参加募集

技能講習会の開催（５～７月）
名称 会場 日程 申込・問合せ先

※詳細は申込先にお問い合わせください。

小型移動式クレーン運転
講習
玉掛け（未経験者対象）
講習

刈払機作業従事者
（通達講習）

伐木（特別教育）
移動式クレーン運転士試験
林業架線作業主任者試験

5月 23・24 日、7月 11・12 日
6 月 3・4 日
5 月 11・12 日、16・17 日、
6月 13・14 日、7月 4・5日
5月 9・10 日
5 月 23・24 日
5 月 30・31 日
6 月 20・21 日
6 月 24・25 日
5 月 16 日、7月 31 日
5 月 22 日、7月 10 日
6 月 6 日
6 月 26・27 日
5 月 10 日、7月 18 日
6 月 10 日

（社）岡山県労働基準協会
TEL（086）225－3571

林業・木材製造業労働災害防止協会
岡山県支部TEL（086）221－2160

中国四国安全衛生技術センター
TEL（084）954－4661

岡山
津山
岡山

新見
和気
津山
笠岡
玉野
津山
岡山
新見
津山

実施年月日 開催場所 イベントの名称 問合せ・申込み先
5.19（日）
9：00 ～ 12：30
5.25（土）
9：00 ～ 15：00
6.2（日）
10：00 ～

6.16（日）
9：00 ～ 12：30

欅の杜塾・第 157 回杜の市
（特産品の販売など）
春の森林学習講座～竹林の利用～
（穂先筍料理、竹炭製作等）
まにわふれあい木材まつり
（林業機械展示、原木・製材品・
木工品販売、木工体験等）
欅の杜塾・第 158 回杜の市
（特産品の販売など）

欅の杜塾塾長田村駿逸
TEL0866－62－8614
森林研究所
TEL0868－38－3151
（真庭木材青年協議会）
古谷木材
TEL090－3746－7116
欅の杜塾塾長田村駿逸
TEL0866－62－8614

欅の杜
（井原市門田町）
癒やしの里山広場
（玉野市山田地内）
久世エスパスランド
土広場
（真庭市久世）
欅の杜
（井原市門田町）

　

昨
年
12
月
か
ら
冬
期
閉
園
し
て
い
た

県
立
森
林
公
園(
鏡
野
町
羽
出
及
び
上
齋

原)

が
、
４
月
18
日
に
開
園
し
ま
し
た
。

　

同
公
園
内
（
３
３
４
㌶
）
に
は
、
ブ

ナ
林
や
湿
原
な
ど
園
内
の
見
所
に
通
じ

る
遊
歩
道
や
登

山
道
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
豊

か
な
自
然
を
幅

広
い
年
齢
層
の

方
々
に
満
喫
し

て
い
た
だ
け
る

公
園
と
な
っ
て

い
ま
す
。
開
園

か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
中
央
園
路
沿

い
の
湿
地
に
は
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
が
顔
を
出

し
、
山
は
ブ
ナ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
芽
吹
き

で
、
パ
ス
テ
ル
調
に
淡
く
色
づ
い
て
、

一
年
の
中
で
も

大
変
美
し
い
時

期
を
迎
え
ま

す
。
林
床
に
も

キ
ク
ザ
キ
イ
チ

ゲ
や
イ
ワ
ウ
チ

ワ
な
ど
、
次
々

に
可
愛
ら
し
い
花
が
咲
き
出
し
ま
す
。

　

雄
大
な
自
然
の
力
が
感
じ
ら
れ
る
春

の
森
林
公
園
に
是
非
一
度
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

◇
現
地
の
最
新
状
況
等
問
い
合
わ
せ

　
（
森
林
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
）

　
　

０
８
６
８
（
５
２
）
０
９
２
８

　

中
四
国
の
林
業
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活

動
や
研
究
内
容
の
紹
介
を
行
う
コ
ン

ク
ー
ル
が
、
今
年
は
岡
山
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
意
見
交
換
会
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
他
地
域
の
グ
ル
ー
プ
の

活
動
や
疑
問
な
ど
を
聞
く
事
が
で
き
る

よ
い
機
会
で
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
、
岡

山
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
研
修
大

会
は
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
と
兼

ね
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
了

解
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
・
場
所
】

平
成
25
年
７
月
23
日
㈫
～
24
日
㈬

　
　

10
：
00
～
（
24
日
は
正
午
解
散
予
定
）

　
　

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
ま
き
び　

ほ
か

岡
山
県
立
森
林
公
園
開
園

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
林
業

グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

ザゼンソウ

ブナの芽吹き
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森林・林業関係イベント参加募集

技能講習会の開催（５～７月）
名称 会場 日程 申込・問合せ先

※詳細は申込先にお問い合わせください。

小型移動式クレーン運転
講習
玉掛け（未経験者対象）
講習

刈払機作業従事者
（通達講習）

伐木（特別教育）
移動式クレーン運転士試験
林業架線作業主任者試験

5月 23・24 日、7月 11・12 日
6 月 3・4 日
5 月 11・12 日、16・17 日、
6月 13・14 日、7月 4・5日
5月 9・10 日
5 月 23・24 日
5 月 30・31 日
6 月 20・21 日
6 月 24・25 日
5 月 16 日、7月 31 日
5 月 22 日、7月 10 日
6 月 6 日
6 月 26・27 日
5 月 10 日、7月 18 日
6 月 10 日

（社）岡山県労働基準協会
TEL（086）225－3571

林業・木材製造業労働災害防止協会
岡山県支部TEL（086）221－2160

中国四国安全衛生技術センター
TEL（084）954－4661

岡山
津山
岡山

新見
和気
津山
笠岡
玉野
津山
岡山
新見
津山

実施年月日 開催場所 イベントの名称 問合せ・申込み先
5.19（日）
9：00 ～ 12：30
5.25（土）
9：00 ～ 15：00
6.2（日）
10：00 ～

6.16（日）
9：00 ～ 12：30

欅の杜塾・第 157 回杜の市
（特産品の販売など）
春の森林学習講座～竹林の利用～
（穂先筍料理、竹炭製作等）
まにわふれあい木材まつり
（林業機械展示、原木・製材品・
木工品販売、木工体験等）
欅の杜塾・第 158 回杜の市
（特産品の販売など）

欅の杜塾塾長田村駿逸
TEL0866－62－8614
森林研究所
TEL0868－38－3151
（真庭木材青年協議会）
古谷木材
TEL090－3746－7116
欅の杜塾塾長田村駿逸
TEL0866－62－8614

欅の杜
（井原市門田町）
癒やしの里山広場
（玉野市山田地内）
久世エスパスランド
土広場
（真庭市久世）
欅の杜
（井原市門田町）

林 産 物 市 況
木　材（4月 10 日） 単位：千円／㎥

14 ～ 16
18 ～ 20
22 ～ 24
18 ～ 22
24 ～ 28
18 ～ 20
18 ～ 24
24 ～ 30

12
13
10
10
10
18
8
10

8
8
7
8.5
9
6
5
5

－
－
－
－
－
－
▼
▼

－
－
－
－
－
－
▼
▼

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ
4ｍ

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

正角 3m　10.5cm角
正角 3m　12cm角
正角 3m　10.5cm角
正角 3m　12cm角
平角 4m　10.5 ～ 12cm×15 ～ 18cm
正角 3m、4ｍ　10.5cm角
平角 3m、4ｍ　10.5×15 ～ 21cm
タルキ 4m　3.8cm角
間柱 3m　2.7cm×10.5cm

特 等
特 等
特 等
特 等
一 等
特 等
特 等
特 等
特 等

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

50,000 ～ 55,000
50,000 ～ 55,000
55,000 ～ 65,000
55,000 ～ 65,000
60,000 ～
48,000 ～ 52,000
47,000 ～ 52,000
68,000 ～
53,000 ～ 54,000

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り

杉

14 ～ 16
18 ～ 20
22 ～ 24
26cm上
14cm
16 ～ 18
20 ～ 22
24 ～ 28
30cm上
14cm
16cm
18 ～ 20
22cm上

19
17
16
16
16
19
16.5
16
16
17
27
27
23

13
13
13
13
9
16
13
13
13
10
22
22
20

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

3ｍ

4ｍ

6ｍ

檜
松

・出荷材積　　　　　約 1,500 ㎡
　　記号　△　強気配
　　　　　－　横ばい
　　　　　▼　弱気配

( 共販所より概況）
ス　ギ：ス　ギ：４ｍ元木材は出材が乏しく買い気配。尺上並材は弱い。
ヒノキ：全般に弱気配。４ｍの 24 ～ 30cm手入れ材は買い気配あり。
　スギ・ヒノキともに直材中心の造材がよいと思われます。

製　材（4月中旬）
樹　　　種 寸　　　　　　　　法 等級 区分 安値～高値 備考

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。
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口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

寄付金に対する税の優遇措置が適用されます。

公益社団法人 岡山県緑化推進協会
122）680（ XAF・LET　８－１町錦区北市山岡 －9511

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助
治山・林道の調査、測量、設計、積算
森林整備・森林公園の総合計画

一般社団法人　岡山県森林協会
岡山市中区高屋 225-1 TEL 086-271-3711
津山市二宮 1849-2　　TEL 0868-28-9360

一般社団法人　岡山県森林協会

　出品の〆切は５月22日（水）

　６／　７（金）乾しいたけ入札会
　６／１９（水）褒章授与式



平
成
二
十
五
年
五
月
一
日
（
第
四
二
九
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

岡
山
県
林
政
課
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
―
四
―
六

〒700-8750

編
集

発
行

認定番号
K0809236

この用紙は、日本の森林を育てる
ために間伐材を積極的に使用して
います。（間伐材10％＋古紙70％）
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林 

声

◎
投
稿
＆
会
員
募
集
中
！

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
の
紙

面
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
森
林
・
林
業
に

興
味
の
あ
る
方
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。
お
問
合
せ
・
送
付
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

７
０
０
―
８
５
７
０

　

岡
山
県
庁
林
政
課
内

　

☎
０
８
６
―
２
２
６
―
７
４
５
１

　

ま
た
は

７
１
７
―
０
０
１
３

　

森
林
研
究
所
木
材
加
工
研
究
室
内

　

☎
０
８
６
８
―
４
４
―
３
３
６
７

【
編
集
後
記
】

●
新
年
度
第
１
号
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。・・

と
、
今
回
で
３
回
目
を
書
く
事
が
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
編
集
作
業
に
携
わ
る
事
に
な

り
ま
し
た
Ａ
＆
Ｎ
コ
ン
ビ
で
す
。
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
年
度
は
林
研
グ
ル
ー
プ
中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
な
ど
大
き
な
行
事
が
控
え
て
お
り
ま

す
。皆
様
の
力
で
ぜ
ひ
、成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
Ａ
）

◆
春
の
期
間
が
と
て
も
短
く
な
っ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
花
が
咲
く
時
期
は
今

だ
っ
た
か
な
…
３
年
目
の
通
勤
路
で
す
。

◆
最
近
、高
校
生
の
活
躍
を
聞
く
機
会
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
林
業
分
野
で
頑
張
る
若
い
世

代
の
情
報
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
で
す
！（

Ｎ
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔　　切土土砂用　　〕

津山支店　/津山市高尾573-1
岡山事務所 /岡山市北区芳賀5325

TEL（0868）28-0256
TEL（086）294-1000

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で７千万円以上の保険金が支払
われました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円

　

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

ご契約のモデルケース（1haあたり）

一括払いだと 21,225 円（５年間計） 一括払いだと 37,375 円（５年間計）

1ヶ月あたり
約 350 円

1ヶ月あたり
約 620 円


